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移譲の経緯 〔1〕

昭和22年11月 宮城県農業会により開設

昭和31年 3月 黒川郡４町村により

一部事務組合病院として運営開始

昭和39年 4月 110床病院として全面改装

平成 9年 4月 現在地へ新築移転
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概要について 〔1〕

移譲前 移譲後（現在）

病床数 １１０ 床 １７０ 床
※平成18年10月新棟開棟 ６０床 増床

診療科

内科・小児科・外科・整形外科・産婦

人科・眼科・耳鼻いんこう科・リハビ

リテーション科・リウマチ科・循環器

科・呼吸器科・消化器科・こうもん科

※平成17年4月産婦人科通常診療再開

※平成20年11月小児科医師による診療再開

医師数 ７ 名（常勤医師） １２ 名（常勤医師）

内科・小児科・外科・整形外科・産婦

人科・眼科・耳鼻いんこう科・リハビ

リテーション科・リウマチ科・循環器

科・呼吸器科・消化器科・こうもん科

※青字は非常勤医師による定期診療 ※青字は非常勤医師による定期診療

内科（1）小児科（1）外科（1）整形外科（1）
耳鼻いんこう科（1）

内科（5）小児科（1）外科（1）整形外科（3）
産婦人科（1）耳鼻いんこう科（1）
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財政状況 〔2〕

単位；千円
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財政状況（平成21年度月次） 〔2〕

単位；千円
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医事統計（推移） 〔2-3〕
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平成17年 4月 公設民営での管理運営開始

平成18年10月 新棟開棟

*外来機能拡充
*療養病床増床（60床）
*通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを新設

平成20年 1月 療養病床を

回復期リハビリ病棟へ転換

統計変動要因
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医事統計〔項目別１〕（推移） 〔3-4〕
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平成17年 4月

産婦人科常勤医師による診療再開

平成19年 4月

整形外科常勤医師 2名体制へ

【現在】整形外科常勤医師 3名

＊内科常勤医師 4名（17年4月）→

【現在】内科常勤医師 5名

非常勤医師 1名

統計変動要因
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医事統計〔項目別２〕（推移） 〔3-4〕
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❐介護及びリハビリ系医療の拡充

平成17年 6月 訪問リハビリ開始

平成18年10月 通所リハビリセンター運営開始

居宅介護支援事業所を開設

平成20年 1月 療養病床を回復期リハビリ病棟へ転換

＊リハビリスタッフの増員

＊訪問看護ステーションスタッフの増員

＊整形外科医師の増員
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2名 6名

整形外科常勤医師

1名 3名

延べ患者数
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患者数増加要因等 〔3〕

＊住民対象の講演会

＊地域関係者との懇談会開催

＊各町村主催行事への参加

等々

各町村、住民との交流
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検査等実施件数増加と要因 〔4〕
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統計変動要因

❐医療機器等の整備による検査等の拡充

平成18年10月 ＭＲＩ装置新規購入

ＣＴ・超音波装置更新による新規購入

オーダーリングシステム導入

平成20年 6月 生化学分析装置等検査機器

更新による新規購入

～ 疾病に対する適正検査の実施 ～

＊薬剤師スタッフ増員

平成19年 4月 薬剤師 2名採用

3名体制から 5名体制へ
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実習受入実績 〔4〕

１９年度

看護師（他） 30 59

受入人数 延べ日数

２０年度

41 159

受入人数 延べ日数

理学・作業療
法士 9 137 11 233

薬剤師 6 12.5 1 20

医療事務 4 70

栄養士 6 30 7 50

医 師 1 55

240.552 61371合計

※看護体験等含む

その他 1 2 6 26
※救急救命士等
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給与実態及び削減実績 〔5〕

❐協会移行時の現給保障対象者（主に准看護師）の昇給幅減

（通常1等級ずつ昇給、現給保障対象者は1号俸ずつ昇給）

❐19年度、20年度において、賞与０．５ヶ月分カット

賞与カットによる削減額（19年度 17,326千円、20年度 19,413千円）
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現給保障対象者（准看護師） 協会給与規定対象者（看護師等） 協会給与規定対象者（准看護師）

協会規定（看護師等） 協会規定（准看護師）

（金額）

17年度4月時点看護師給与（基本給）分布

移行時
引き継ぎ職員

うち
現給保障対象者

45名 23名

現給保障対象者内訳 人数

医療技術部員 5名

看護師 3名

准看護師 15名

（年齢）
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職員数推移 〔5〕

平成17年4月 平成18年4月 平成19年4月 平成20年4月 平成21年4月

正職 臨時 派遣 正職 臨時 派遣 正職 臨時 派遣 正職 臨時 派遣 正職 臨時 派遣

医師 9 1 9 2 9 1 3 10 1 2 11 1 2

医師計 10 11 13 13 14

薬剤師 4 3 5 5 5

放射線技師 3 3 3 3 3

検査技師 3 2 3 3 3

理学療法士 1 3 7 10 10

作業療法士 1 1 2 3 4

言語聴覚士 1 1 1

栄養室 1 1 1 1 1

医療技術部員計
12 0 1 13 0 0 22 0 0 26 0 0 27 0 0

13 13 22 26 27

助産師 5 1 5 2 6 1 5 1 9 1

看護師 37 10 41 8 49 5 58 5 62 7

准看護師 17 4 18 3 18 3 17 3 14 3

看護師等計
59 15 0 64 13 0 73 9 0 80 9 0 85 11 0

74 77 82 89 96

介護福祉士 3 3 13 3 15 1 18 1

看護助手 5 5 4 4 5

介護士等計
0 5 0 3 8 0 13 7 0 15 5 0 18 6 0

5 11 20 20 24

事務部職員 1 1 1 1 2 2 1

総務課職員 5 2 5 5 5 6

医事課職員 1 1 2 5 1 6 9

介護支援専門員 1 1 1 2

事務職員計 6 3 7 2 1 12 1 1 14 0 0 19 0 1

9 10 14 14 20

職員計
86 20 5 96 23 3 129 18 4 145 15 2 160 18 3

111 122 151 162 181



14

業務改善の提案と実施 〔6〕

事項抜粋

番号 提案日 提案事項 関連部署 提案内容(理由） 提案に関して協議したこと(改善案等） 提言 その後の状況

67 2月1日裏紙の使用 医局

会議の資料などは使ってはいいのではないか。１
病棟に大量の裏紙があります。３階のコピー機もミ
スコピーなど裏紙として使用できるものは、入れる
箱があれば「手差し」を使って使えます。もちろん個
人情報が載っているものは絶対使用してはいけま
せんが・・・

裏紙活用を検討していきます。会議用資
料は浦上を使用するようにしましょう。コ
ピー機に排気用ボックスを設置します。

実施済です。

81 2月9日特別室の個室料金 医局
６０００円払って特別室使用する人がほとんどいな
いため、常に空いているが、料金をとれない感染症
の人の利用となっている。

管理委託記念セールでたとえば、当初１年限定で
もよいから３０００にして個室ひいては病棟利用率
を上げた方がいいと思う。

３月１日から３５００円にします。
３月１日から

実施。

110 2月22日
労力削減とコスト削減のため、
２０Lの精製水を注射用蒸留
水に変更してはどうか。

１病棟

２０Lの精製水は持ち運びに場所をとり、重く、蛇口
も何回も開閉し不潔さを感じる。そこで持ち運びに
便利で１度開けたら当日使用しきれる注射用蒸留
水１０００ｍｌ使用してらいいのではないか。

２月２３日感染対策委員会で説明。総務課へ注射
用蒸留水１０００ｍｌを物品請求できるよう協力して
もらう運びとなった。

いいと思います。実行してください。 実施済です。



15

理念・目標の提示 〔7-8〕

❐病院理念の各部署への掲示

❐病院理念の職員ネームプレート（裏面）への記載

❐ワークショップ開催による意識付け・意識の統一

❐毎月一度職員全体会の実施

❐目標管理制度導入による考課



16

管理運営協議会設置 〔8〕
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『すべては地域の皆さんのために』

公立黒川病院は職員が一丸となって、

安全で安心、良質な医療サービスを提供します。

地域住民の皆さん一人一人の思いにお応えできるよう、
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